
三　石　さ　ん 令和 3 年 12 月　（  ）　23　号1

　

師
走
の
候
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
々
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
ご
同
慶
に
存
じ
ま
す
。
又
、
年
頭
の

正
月
よ
り
一
年
間
各
種
神
事
行
事
に
対
し
ま
し
て
ご
崇
敬
ご
奉
献
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
一
環
で
あ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
っ
た
七
月
二
十
三
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
た
め
一
年
延
長
さ
れ
て
い
た
、
五
十
七
年
ぶ
り
の
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕
し
た
。

　

先
だ
つ
十
六
日
か
ら
、「
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞
社
」、「
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
」、
週
刊

誌
「
女
性
自
身
」、「
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
」
記
者
ら
が
本
年
元
旦
に
奉
納
し
た
柔
道
阿
部

一
二
三
・
詩
兄
妹
選
手
の
祈
願
絵
馬
写
真
撮
影
、
ま
た
参
拝
時
の
様
子
な
ど
の
取
材
の
た
め
来

社
し
た
。

　

柔
道
阿
部
兄
妹
選
手
の
試
合
当
日
の
二
十
五
日
の
「
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
」
に
は
、「
今

日
登
場　

柔
道
・
阿
部
き
ょ
う
だ
い
Ｖ
を
地
元
待
望
」
見
出
し
で
、「
地
元
・
和
田
岬
も
快
挙

の
瞬
間
を
待
ち
望
ん
で
い
る
。二
人
は
帰
省
し
た
今
年
一
月
、「
三
石
神
社
」で
必
勝
祈
願
を
行
っ

た
。
幼
少
期
か
ら
同
社
の
お
祭
り
に
参
加
し
、
神
輿
も
担
い
だ
思
い
出
の
場
所
。

　

今
年
、
一
二
三
選
手
は
絵
馬
に
「
最
高
に
輝
く
」、
詩
選
手
は
「
東
京
五
輪
優
勝　

自
分
に
勝
つ
！
」
と
記
し
た
。
宮
司
の
小
林
さ

ん
が
エ
ー
ル
を
送
る
。「
来
年
、
金
メ
ダ
ル
を
首
に
掛
け
て
お
参
り
に
来
ま
す
ね
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
二
人
と
も
優
勝
し

て
ほ
し
い
で
す
」と
記
さ
れ
、前
人
未
到
の
兄
妹
Ｖ
を
地
元
も
待
望
し
て
い
る
と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
午
後
か
ら
は「
フ
ジ
テ
レ
ビ
」

の
「
め
ざ
ま
し
８
」
番
組
担
当
の
「
共
同
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
技
術
セ
ン
タ
ー
映
像
制
作
部
、「
読
売
テ
レ
ビ
」
の
「
す
・
ま
た
ん
！
Ｚ
Ｉ
Ｐ
！
」

放
送
情
報
ス
ポ
ー
ツ
局
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
は
じ
め
、「
ス
ポ
ー
ツ
報
知
新
聞
」
記
者
な
ど
も
取
材
来
社
し
た
。
後
、
報
道
人
も
神
社
会

館
の
テ
レ
ビ
前
で
阿
部
兄
妹
の
試
合
を
観
戦
し
た
。

　

内
心
三
石
大
神
の
ご
守
護
に
よ
り
阿
部
兄
妹
が
金
メ
ダ
ル
に
輝
く
よ
う
に
と
祈
り
つ
つ
テ
レ
ビ
観
戦
し
、
先
ず
女
子
五
十
二
㌔
級

の
詩
選
手
（
日
体
大
）
が
八
分
を
超
え
る
決
勝
戦
で
一
本
勝
ち
で
勝
利
し
た
時
、
テ
レ
ビ
前
で
あ
り
な
が
ら
神
主
・
報
道
人
互
い
に

ハ
イ
タ
ッ
チ
し
て
歓
喜
し
、
次
の
兄
の
試
合
も
期
待
し
た
。

　

男
子
六
十
六
㌔
級
の
兄
一
二
三
選
手
（
パ
ー
ク
24
）
も
決
勝
で
優
勢
勝
ち
し
、
史
上
初
の
五
輪
で
の
兄
妹
同
日
金
メ
ダ
ル
獲
得
の

快
挙
と
な
り
、
こ
れ
ま
た
ハ
イ
タ
ッ
チ
し
て
一
二
三
選
手
の
優
勝
を
祝
福
し
た
。

○
　
ご
家
庭
・
会
社
事
務
所
に
神
棚
を
祀
り
ま
し
ょ
う
。

○
　
お
伊
勢
さ
ん
の
お
神ふ

だ札
（
神
宮
大
麻
）
と
三
石
さ
ん
の
お
神

札
を
合
せ
奉
斎
し
ま
し
ょ
う
。

○
　
お
神
札
は
、
毎
年
末
も
し
く
は
新
年
に
新
し
く
改
め
て
お
祀

り
し
ま
し
ょ
う
。
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報
道
人
か
ら
は「
三
石
さ
ん
の
ご
守
護
や
ね
。
お
め
で
と
う
。

こ
れ
か
ら
は
お
参
り
も
増
え
ま
す
よ
」
と
の
声
を
戴
き
、
ま

た
「
奉
納
絵
馬
」
盗
難
の
恐
れ
も
あ
る
の
で
社
務
所
に
移
し

た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
の
ご
教
示
も
あ
っ
て
、
早
速

事
務
所
に
移
し
額
に
入
れ
て
飾
っ
た
。

　

二
十
六
日
の
「
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」、「
ス
ポ
ー
ツ
報
知
」、

「
サ
ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
」、「
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
」
の
各
新
聞
に
当

社
関
係
の
写
真
、
記
事
も
掲
載
さ
れ
た
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
報
知
」
に
は
、
今
年
元
日
に
初
詣
で
の
絵
馬
写

真
を
手
に
し
た
阿
部
兄
妹
と
そ
の
絵
馬
写
真
が
載
り
、「
毎
年

参
拝
三
石
神
社 

金 

下
げ
て
初
詣
に
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、「
阿

部
兄
妹
の
二
人
が
毎
年
参
拝
に
訪
れ
て
い
る
神
戸
市
兵
庫
区

の
三
石
神
社
で
は
、
禰
宜
の
小
林
さ
ん
が
テ
レ
ビ
観
戦
。「
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
神
様
も
喜
ん
で
い
る
は
ず
」
と
安
ど
の
表
情
を
見
せ
た
。
同

神
社
は
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
・
神
戸
の
本
拠
地
ノ
エ
ビ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
神
戸
の
す
ぐ
近
く
。
勝

運
に
も
ご
利
益
が
あ
り
、阿
部
家
は
今
年
も
家
族
五
人
で
元
日
に
初
詣
。
小
林
禰
宜
は「
お

兄
ち
ゃ
ん
も
詩
ち
ゃ
ん
も
、
と
て
も
フ
ラ
ン
ク
で
、
来
ら
れ
る
時
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
の

で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
ま
す
が
、
目
力
は
ス
ゴ
イ
。
オ
ー
ラ
が
あ
り
ま
す
」
と
の
こ
と
。

二
人
の
絵
馬
は
二
〇
一
七
年
分
か
ら
保
管
し
て
い
る
。
昨
年
は「
勝
負
に
勝
つ
」（
一
二
三
）、

「
優
勝
」（
詩
）
だ
っ
た
が
、
五
輪
開
催
が
延
期
さ
れ
た
こ
と
で
、
今
年
は
「
最
高
に
輝
く
」

（
一
二
三
）、「
東
京
五
輪
優
勝　

自
分
に
勝
つ
！
」（
詩
）
と
、
よ
り
強
い
思
い
が
込
め
ら

れ
た
。
小
林
さ
ん
は
「
地
元
の
誇
り
。
来
年
は
ぜ
ひ
金
メ
ダ
ル
を
ぶ
ら
下
げ
て
、
初
詣
に

来
て
い
た
だ
け
た
ら
」
と
マ
ス
ク
越
し
に
笑
顔
を
の
ぞ
か
せ
た
」
と
記
さ
れ
、
ま
た
「
日

刊
ス
ポ
ー
ツ
」
に
は
、
阿
部
三
兄
弟
が
三
石
神
社
の
祭
り
ハ
ッ
ピ
を
着
た
写
真
と
、「
地

元「
氏
神
様
」歓
喜
」の
タ
イ
ト
ル
で
、「
柔
道
で
史
上
初
、き
ょ

う
だ
い
同
日
金
メ
ダ
ル
を
成
し
遂
げ
た
阿
部
一
二
三
と
詩
に

地
元
の
「
氏
神
様
」
も
喜
ん
だ
。
神
戸
市
の
三
石
神
社
の
禰

宜
小
林
さ
ん
は
「
金
メ
ダ
ル
を
持
っ
て
来
年
、
年
明
け
に
お

参
り
に
き
て
い
た
だ
け
る
。
そ
の
夢
が
現
実
に
な
り
そ
う
で

す
」
と
語
る
。
同
神
社
に
阿
部
家
は
昔
か
ら
ゆ
か
り
が
あ
り
、

き
ょ
う
だ
い
は
今
年
の
年
明
け
も
初
詣
に
訪
れ
て
絵
馬
を
掛

け
た
。「
勝
ち
神
様
」
と
し
て
今
後
、
話
題
に
な
り
そ
う
だ
」

と
掲
載
さ
れ
た
。

　

朝
か
ら
阿
部
兄
妹
が
五
輪
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
こ
と
で
、

氏
子
崇
敬
者
や
知
人
等
各
地
か
ら
「
Ｔ
Ｖ
を
見
た
。
良
か
っ

た
ね
。
お
め
で
と
う
」
の
祝
福
電
話
も
頂
き
、
ま
た
阿
部
兄

妹
も
身
に
付
け
て
い
る
「
勝
御
守
」
を
求
め
次
々
と
参
詣
者
が
あ
り
、
さ
ら
に
北
海
道
、

鹿
児
島
な
ど
他
府
県
か
ら
メ
ー
ル
な
ど
で
お
守
り
送
付
依
頼
も
あ
る
な
ど
Ｔ
Ｖ
全
国
報
道

の
威
力
に
驚
い
た
。

　

三
十
日
、「
祝　

東
京
五
輪
柔
道　

男
子
六
六
キ
ロ
級　

阿
部
一
二
三
選
手　

女
子

五
二
キ
ロ
級　

阿
部
詩
選
手　

金
メ
ダ
ル　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
横
断
幕
各
一

枚
を
鳥
居
横
左
右
の
玉
垣
に
掲
示
し
、
当
社
の
祝
福
と
し
た
。

 　

事
後
取
材
と
し
て
「
毎
日
Ｔ
Ｖ
放
送
」、「
読
売
Ｔ
Ｖ
放
送
」
記
者
や
、
週
刊
誌
「
週

刊
セ
ブ
ン
」、「
週
刊
現
代
」
さ
ら
に
八
月
二
十
四
日
に
は
、「
読
売
新
聞
」
神
戸
総
局
記

者
も
取
材
に
訪
れ
、
九
月
六
日
の
朝
刊
地
域
神
戸
明
石
版
に
、
額
に
入
れ
て
飾
っ
た
阿

部
兄
妹
祈
願
絵
馬
写
真
が
載
せ
ら
れ
、「
金
の
聖
地
フ
ァ
ン
ら
瞳
耀
く
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、

神
戸
市
で
阿
部
兄
妹
ゆ
か
り
の
場
所
が
「
聖
地
」
と
し
て
フ
ァ
ン
や
住
民
ら
の
注
目
を
集

め
て
い
る
。
大
会
前
に
二
人
が
必
勝
祈
願
に
訪
れ
た
同
市
兵
庫
区
和
田
宮
通
の
「
三
石
神

社
」
で
は
、
活
躍
に
あ
や
か
ろ
う
と
参
拝
者
が
増
え
た
と
前
置
き
し
て
、「
最
高
に
輝
く
」、

「
東
京
五
輪
優
勝　

自
分
に
勝
つ
！
」
と
き
ょ
う
だ
い
が
大
会
前
の
今
年
一
月
、
初
詣
に

訪
れ
て
三
石
神
社
に
奉
納
し
た
絵
馬
に
は
、
力
強
い
願
い
が
し
た
た
め
ら
れ
て
い
た
。
二

人
の
絵
馬
は
、
防
犯
上
の
観
点
か
ら
境
内
に
飾
ら
れ
ず
、
社
務
所
で
保
管
。
参
拝
者
が
希

望
す
れ
ば
、
見
せ
て
も
ら
え
る
。
二
人
は
毎
年
、
実
家
近
く
の
同
神
社
へ
家
族
で
初
詣
に

訪
れ
て
い
る
と
い
う
。
禰
宜
の
小
林
さ
ん
が
二
人
の
参
拝
に
気
づ
い
た
の
は
二
〇
一
七
年

一
月
。
国
内
外
で
活
躍
し
て
い
た
姿
に
見
覚
え
が
あ
り
、
そ
れ
以
来
、
二
人
が
奉
納
し
た

絵
馬
は
大
切
に
保
管
し
て
い
る
。
き
ょ
う
だ
い
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
翌
日
に
は
、
活

躍
に
あ
や
か
ろ
う
と
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
子
供
が
い
る
保
護
者
ら
が
相
次
い
で
神
社

を
訪
れ
、
正
月
並
み
の
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
た
と
い
う
。
小
林
さ
ん
は
「
地
元
の
誇
り
。
金

メ
ダ
ル
は
、
二
人
の
努
力
が
神
様
に
届
い
た
結
果
だ
と
思
う
。
来
年
の
初
詣
に
来
て
く
れ

た
ら
、
お
め
で
と
う
と
伝
え
た
い
」
と
喜
ん
だ
」
と
掲
載
さ
れ
た
。

　

三
年
後
の
パ
リ
五
輪
で
も
阿
部
兄
妹
選
手
が
柔
道
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
を

願
っ
て
や
ま
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
（
令
和
三
年
十
月　

記
）
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令
和
二
年
十
一
月

令
和
二
年
十
一
月

　

十
一
月
中
、
七
五
三
詣
祈
祷
を
斎
行
し

た
。

　

少
子
化
と
貸
衣
装
予
約
の
関
係
か
、
例

年
な
ら
ば
早
々
と
九
月
・
十
月
に
参
拝
さ

れ
る
ご
家
族
も
あ
っ
た
が
、
本
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
関
係
も

あ
っ
て
参
拝
者
も
や
や
少
な
め
で
あ
っ
た
。

　

当
社
で
は
七
五
三
に
当
た
る
子
供
さ
ん

の
玉
串
奉
奠
や
、
拝
殿
内
で
の
記
念
写
真

撮
影
も
行
い
、
千
歳
飴
や
オ
モ
チ
ャ
・
風

船
・
お
み
や
げ
セ
ッ
ト
等
の
他
に
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
バ
ッ
ク
等
の
記
念
品
も
お
渡
し
し

た
。

　

代
表
内
定
が
遅
れ
て
い
た
兄
の
一
二
三

選
手
は
、
昨
年
十
二
月
十
三
日
の
丸
山
選

手
と
の
代
表
内
定
選
手
決
定
戦
で
勝
利
し
、

当
社
も
早
速
毎
日
Ｔ
Ｖ
放
送
「
ち
ち
ん
ぷ

い
ぷ
い
」
の
取
材
を
受
け
、「
五
輪
決
め

た
阿
部
一
二
三　

盛
り
上
が
る
地
元
神
戸

和
田
岬
」（
十
八
日
）
で
当
社
も
放
映
さ

れ
た
。

　

参
拝
祈
願
絵
馬
に
、一
二
三
選
手
は「
最

高
に
輝
く
」、
詩
選
手
は
「
東
京
五
輪
優

勝　

自
分
に
勝
つ
！
」
と
そ
れ
ぞ
れ
願
っ

て
絵
馬
掛
に
吊
る
し
た
。
尚
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
一
年
延
期
さ
れ
た
関
係
か
、
報
道
陣
は

な
か
っ
た
。

　

神
社
と
し
て
、
兄
妹
共
々
に
代
表
選
手

と
な
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
優
勝

（
金
メ
ダ
ル
）す
る
事
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

　

正
月
三
日
、「
氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願

祭
」
が
総
代･

氏
子
崇
敬
者
二
十
一
名
の

参
列
の
も
と
厳
か
に
斎
行
さ
れ
（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
関
係
で
参
列
は
例

年
よ
り
少
な
か
っ
た
）、
今
年
一
年
の
参

列
者
各
位
は
も
と
よ
り
、
氏
子
崇
敬
者
更

に
各
事
業
所
の
安
寧
と
繁
栄
を
祈
願
し
た
。

　

本
年
の
神
前
奉
納
は
、
両
親
の
影
響
で

幼
少
の
頃
よ
り
邦
楽
に
親
し
み
、
平
成
三

年
頃
よ
り
津
軽
三
味
線
奏
者
・
竹
田
傑
師

に
師
事
し
、国
内
は
も
と
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
・

ベ
ル
ギ
ー
な
ど
の
海
外
公
演
も
続
け
ら
れ
、

平
成
二
十
一
年
の
ち
ゃ
っ
き
り
節
、
ま
た

山
中
節
な
ど
の
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
優

勝
、
さ
ら
に
平
成
二
十
五
年
の
津
軽
三
味

線
全
国
大
会
Ａ
級
女
性
部
門
の
準
優
勝
に

輝
き
、
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
民
謡
番
組
に
出
演

す
る
な
ど
現
在
も
多
方
面
で
旺
盛
に
活
躍

さ
れ
て
い
る
日
本
民
謡
梅
若
会
・
梅
若
晶

子
先
生
に
よ
る
「
津
軽
あ
い
や
節
」、「
津

軽
よ
さ
れ
節
・
津
軽
じ
ょ
ん
か
ら
節
」
二

曲
の
演
奏
で
あ
る
。

　
「
津
軽
あ
い
や
節
」
は
三
大
民
謡
の
一

つ
で
あ
り
、「
津
軽
よ
さ
れ
節
・
津
軽
じ
ょ

て
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

土
・
日
・
祝
日
に
限
ら
ず
期
間
中
に

は
会
館
二
階
に
特
設
写
真
ス
タ
ジ
オ
を

設
け
、
記
念
写
真
を
撮
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
設
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
宮

参
り
・
成
人
式
・
長
寿
祝
（
還
暦
・
古

希
な
ど
）
記
念
写
真
に
も
ご
利
用
下
さ

い
。
但
し
、
必
ず
予
約
を
お
入
れ
下
さ
い
。

令
和
三
年
一
月

令
和
三
年
一
月

柔
道
選
手
・
阿
部
兄
妹

今
年
も
必
勝
祈
願
参
拝

　

初
詣
で
賑
わ
う
元
旦
（
午
後
三
時
半

頃
）、
御
祭
神
・
神
功
皇
后
の
勝
運
神
徳

の
御
守
護
を
賜
り
、
本
年
開
催
さ
れ
る
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
柔
道
女
子
五
十
二
キ

ロ
級
の
金
メ
ダ
ル
候
補
と
し
て
注
目
さ
れ

る
阿
部
詩
選
手
、
兄
で
六
十
六
キ
ロ
級
の

一
二
三
選
手
が
今
年
も
必
勝
祈
願
参
拝
し

特設スタジオでの記念写真

七
五
三
詣
祈
祷
斎
行

大絵馬の前で
祈願絵馬を持つ阿倍兄妹

年
頭
氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願
祭
斎
行

ご神前での津軽三味線演奏
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ん
か
ら
節
」
は
、
貧
困
や
凶
作
の
世
は
去

れ
を
奏
し
た
も
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
世
は
去
れ
に
つ
な
が
り
、
時

局
の
曲
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
フ
ェ
イ
ス

マ
ス
ク
を
つ
け
ら
れ
て
は
い
る
が
、
先
生

の
バ
チ
を
叩
き
つ
け
る
よ
う
に
弾
き
、
テ

ン
ポ
も
速
い
演
奏
に
、
参
列
者
も
聞
き
入

り
ご
満
悦
の
様
子
で
あ
っ
た
。

　

式
典
後
、
参
列
者
一
同
破
魔
矢
を
持
ち
、

鳥
居
前
に
て
記
念
写
真
を
撮
っ
た
が
、
時

節
柄
各
位
に
弁
当
等
を
渡
し
直
会
に
か
え

た
。

い
た
だ
き
、
そ
の
年
の
機
関
紙
「
三
石
さ

ん
」
十
九
号
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
訳
で
、
今
回
で
二
度

目
の
奉
納
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
絵
画
を
ご
神
前
に
供
え
、
井
上

先
生
の
今
後
の
画
道
の
精
進
と
ご
活
躍
、

併
せ
家
運
隆
昌
祈
願
祝
詞
を
奏
上
の
後
、

先
生
の
玉
串
奉
奠
参
拝
を
執
り
行
っ
た
。

　

尚
、
作
品
は
当
神
社
会
館
に
掲
示
し
て

い
る
。

　

政
府
は
兵
庫
県
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」

を
五
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
状
況
の
な
か
、
二
十
一
日
～
二
十
三
日

斎
行
の
例
大
祭
の
う
ち
、
土
・
日
曜
日
の

子
供
み
こ
し
巡
幸
、
神
幸
式
は
中
止
と
し

た
が
、
例
祭
は
通
常
通
り
二
十
一
日
（
金

曜
日
）
午
後
六
時
に
、
助
勤
神
主
一
名
の

奉
仕
に
よ
り
、
総
代
始
め
氏
子
崇
敬
者

十
三
名
の
参
列
の
も
と
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
関
係
に
よ
り
例
年
よ
り
参
列

少
な
し
）、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

を
始
め
諸
々
の
病
い
気
も
無
く
」
と
祝
詞

奏
上
し
た
後
、
巫
女
に
よ
る
神
楽
は
コ
ロ

例
大
祭
斎
行

令
和
三
年
五
月

令
和
三
年
五
月

ナ
ウ
イ
ル
ス
を
断
ち
切
る
と
い
う
祈
願
も

込
め
、
巫
女
が
刀
を
持
っ
て
舞
う
「
剣
の

舞
」
を
奉
納
し
厳
粛
に
斎
行
し
た
。

　

祭
典
後
の
直
会
は
、
時
節
柄
、
参
列
者

各
位
に
弁
当
な
ど
を
渡
し
て
直
会
に
か
え

た
。

　

当
社
の
手
水
鉢
と
水
除
・
井
戸
枠
は
江

戸
時
代
中
期
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
広

　

九
日
、
日
本
画
柏
樹
会
所
属
で
雅
号

は
柏
華
、
公
募
展
に
入
選
入
賞
を
重
ね

現
在
は
芦
屋
市
の
市
民
セ
ン
タ
ー
で
絵

画
教
室
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
井
上
桂

子
先
生
の
日
本
画
が
奉
納
さ
れ
た
。

　

作
品
は
展
覧
会
等
に
出
品
さ
れ
た
労

作
「
月
下
美
人
」
で
、
五
〇
号
の
大
作

で
あ
る
。
月
下
美
人
は
夜
、
し
か
も
一

晩
だ
け
し
か
花
を
咲
か
せ
な
い
特
徴
の

花
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
蕾
の
こ
ろ
、
開

花
す
る
夜
、
し
お
れ
て
い
く
様
な
ど
、

幾
日
も
か
け
て
写
生
し
た
そ
う
で
あ
る
。

　

井
上
先
生
と
神
社
と
の
関
り
は
、
平
成

二
十
九
年
四
月
に
日
本
画
二
点
（「
桜
」、

「
牡
丹
」、
共
に
五
〇
号
）
を
奉
納
し
て

鳥居前での記念写真

絵
画
奉
納

令
和
三
年
二
月

令
和
三
年
二
月

奉告祭後の記念写真

巫女による「剣の舞」奉納

手
水
鉢
と水

除
・
井
戸
枠
説
明
高
札
設
置

令
和
三
年
六
月

令
和
三
年
六
月

手水鉢奥に設置した説明高札
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く
参
拝
者
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
左

記
の
説
明
高
札
を
設
置
し
た
。

　
「
手
水
鉢
（
自
然
石
）
の
右
側
面
に
く

ぼ
み
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
々
は
石
を
立

て
て
用
い
た
家
庭
用
の
手
水
鉢
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
石
を
横
向
き
に
加
工

し
て
造
ら
れ
て
い
る
手
水
鉢
（
横
幅
約
一

ｍ
・
奥
行
約
六
〇
㎝
・
高
さ
約
四
三
㎝
）

の
前
面
に
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
あ
た
る

「
辛　

元
禄
四
年　

三
石
社　

未　

六
月

吉
日
」
と
刻
さ
れ
、
西
暦
一
六
九
一
年
に

設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

享
保
八
（
一
七
二
三
）
年
に
、
今
和
田

新
田
（
和
田
岬
）
が
開
墾
さ
れ
た
が
、
そ

れ
よ
り
八
十
八
年
古
い
手
水
鉢
で
、
開
墾

前
の
和
田
岬
の
地
に
三
石
神
社
が
鎮
座
し

て
い
た
こ
と
を
物
語
り
、
神
戸
市
内
で
も
、

令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
で
、
三
三
〇
年

前
の
歴
史
あ
る
手
水
鉢
の
一
つ
で
あ
る
。

　

水
除
け
（
御
影
石
）
に
は
、「
安
永
八

（
一
七
七
九
）
年
亥
九
月
吉
日
」
と
刻
ま

れ
、
井
戸
枠
（
御
影
石
）
正
面
に
は
十
三

名
の
商
店
を
営
ん
で
い
た
和
田
崎
町
世
話

人
の
屋
号
と
名
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
の

屋
号
の
一
つ
で
あ
る
「
和
布
屋
」
は
、
地

の
柔
ら
か
い
布
を
取
り
扱
う
業
を
営
ん
で

い
た
人
の
屋
号
で
あ
る
。
ま
た
右
横
に
は
、

四
名
の
今
出
在
家
町
世
話
人
の
屋
号
と
名

が
見
ら
れ
、「
今
和
田
新
田　

村
中
」
も

刻
さ
れ
て
お
り
、
安
永
八
（
一
七
七
九
）

年
以
前
に
は
既
に
「
今
和
田
新
田
村
」

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

古
く
は
井
戸
水
を
手
水
に
用
い
て
い

た
が
、
昭
和
三
十
（
一
九
三
五
）
年
代

に
井
戸
を
埋
め
て
井
戸
枠
を
残
し
た
も

の
で
あ
る
」

　

十
七
・
十
八
日
の
両
日
、
相
殿
に
祀
る

素
盞
嗚
命
の
夏
越
祭
（
茅
の
輪
く
ぐ
り

神
事
）
を
斎
行
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
終
息
に

至
ら
な
い
時
期
で
は
あ
っ
た
が
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
者
も
進
み
市
内
の
感
染
者
の

減
少
と
、
夏
越
祭
は
疫
病
退
散
・
無
病

息
災
祈
願
の
祭
で
あ
る
の
で
、
一
人
で
も

多
く
の
氏
子
崇
敬
者
の
方
々
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
も
無
く
、
無
病
息
災

で
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
く
従
来
通
り
斎

行
し
た
（
但
し
、
例
年
の
神
前
奉
納
、
琉

球
舞
踊
は
中
止
し
た
）。

　

十
七
日
午
後
六
時
か
ら
の
殿
内
祭
典
に

は
、
総
代
・
氏
子
崇
敬
者
九
名
参
列
の
も

と
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
関
係
に

よ
り
例
年
よ
り
参
列
少
な
し
）、
宮
司
が

大
祓
詞
・
祝
詞
奏
上
の
後
、
参
列
者
代
表

各
位
が
玉
串
奉
奠
し
た
。

　

更
に
、
境
内
に
設
け
た
「
大
茅
の
輪
く

ぐ
り
」
神
事
で
は
、
宮
司
・
禰
宜
に
続
き

参
列
者
一
同
が
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
収
め

ら
れ
て
い
る
古
歌
「
水
無
月
の
な
ご
し
の

祓
す
る
人
は
千
歳
の
命
の
ぶ
と
い
ふ
な

り
」
を
は
じ
め
、「
思
ふ
こ
と
皆
つ
き
ね

と
て
麻
の
葉
を
き
り
に
き
り
て
も
祓
ひ
つ

る
か
な
」・「
蘇
民
将
来
、
蘇
民
将
来
」
と

唱
え
つ
つ
左
・
右
・
左
と
三
度
く
ぐ
り
、

人
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
た
罪

や
過
ち
、
心
身
の
穢
れ
を
祓
い
清
め
、
ま

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
無
感
染
、
夏

の
無
病
息
災
を
祈
願
し
た
後
、
参
列
者
へ

神
職
手
作
り
で
無
病
息
災
の
ご
利
益
あ
る

「
蘇
民
将
来
茅
の
輪
守
」
と
弁
当
を
お
渡

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
直
会
に
か
え
た
。

　

二
十
五
日
、
当
社
に
五
輪
優
勝
祈
願
参

拝
し
て
い
る
柔
道
阿
部
一
二
三
、
詩
兄
妹

選
手
が
見
事
五
輪
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

　

早
速
盗
難
防
犯
上
の
た
め
阿
部
兄
妹
選

手
祈
願
絵
馬
は
事
務
所
に
移
し
、
拝
観
求

め
に
応
じ
れ
る
よ
う
額
に
入
れ
て
飾
っ
た
。

　

メ
ダ
ル
獲
得
直
後
か
ら
、
当
社
を
参
拝

し
て
い
る
こ
と
が
Ｔ
Ｖ
放
送
さ
れ
、
ま
た

二
十
六
日
の
各
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
な
ど
に
も

記
事
が
掲
載
さ
れ
た
た
め
か
、
朝
か
ら
阿

部
兄
妹
選
手
の
活
躍
に
あ
や
か
ろ
う
、
祈

願
絵
馬
を
拝
観
し
よ
う
と
、
参
拝
者
が
相

次
い
で
訪
れ
、
阿
部
兄
妹
も
身
に
付
け
て

夏
越
祭
（
夏
祭
り
）
斎
行

令
和
三
年
七
月

令
和
三
年
七
月

夏越祭（夏祭り）斎行

柔
道
阿
部
兄
妹
選
手五

輪
金
メ
ダ
ル
獲
得
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い
る
「
勝
御
守
」
を
始
め
神
札
・
御
守
・

絵
馬
な
ど
を
求
め
る
人
も
多
く
正
月
並
み

の
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
た
。

　

三
十
日
、「
祝　

東
京
五
輪
柔
道　

男

子
六
六
キ
ロ
級　

阿
部
一
二
三
選
手　

女

子
五
二
キ
ロ
級　

詩
選
手　

金
メ
ダ
ル　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
横
断
幕
各

一
枚
を
鳥
居
横
左
右
の
玉
垣
に
掲
示
し
、

当
社
の
祝
福
と
し
た
。

　

柔
道
阿
部
兄
妹
選
手
の
今
後
の
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
共
に
、

三
年
後
の
パ
リ
五
輪
で
も
阿
部
兄
妹
選
手

が
柔
道
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
を

願
っ
て
や
ま
な
い
。

境内の奉賛芳名掲示板

当
社
で
命
名
に
関
係
さ
れ
た
お
子
様
の

お
健
や
か
な
ご
成
長
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。（
命
名
書
の
み
の
受
付
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。）

　
新
　
生
　
児
　
命
　
名

　
　
令
和
二
年
十
一
月
か
ら

　
　
令
和
三
年
十
月
末
日
ま
で

趣
意
と
お
願
い

　
現
社
殿
は
昭
和
三
十
八
年
に
竣
工
し

て
、
約
五
十
年
と
な
り
ま
す
。

　
銅
板
の
寿
命
は
約
五
、六
十
年
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
将
来
銅
板
屋

根
の
葺
き
替
え
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
、
皆
々
様

に
銅
板
寄
進
（
一
枚
三
千
円
）
を
お
願

い
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
社
殿
銅
板
屋
根
に
あ
な
た
様
の
お

名
前
を
残
し
、
更
な
る
三
石
大
神
の
ご

加
護
に
よ
り
、
貴
社
・
貴
家
の
益
々
の

弥
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
た
く
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
既
に
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々

に
は
重
ね
て
の
ご
案
内
と
な
り
ま
し
た

こ
と
を
ご
了
承
下
さ
い
。

尚
、
は
じ
め
銅
板
一
枚
二
千
円
と
い
た

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
銅
の
値
上
が
り

も
あ
り
、
三
千
円
（
一
、五
枚
と
計
上
）

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宜
し
く

ご
理
解
ご
了
承
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

社
殿
屋
根
葺
き
替
え
事
業
・
銅
板

御
寄
進
者
ご
芳
名

　（
含　

申
込
・
分
納
・
追
加
、

　
　

令
和
二
年
十
一
月
か
ら

令
和
三
年
十
月
末
日
ま
で
）

順
不
同
・
敬
称
略
　
　

銅
板
奉
納
者
全
て
の
方
々
の
ご
芳
名

は
、
神
社
台
帳
に
記
録
の
上
永
く
保

存
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
境
内

掲
示
板
の
ご
芳
名
掲
示
は
三
枚
以
上

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

『
御
朱
印
で
め
ぐ
る
大
阪
兵
庫
の
神
社

～
週
末
開
運
さ
ん
ぽ
～
』

書
籍
に
見
る
三
石
さ
ん

 
シ
リ
ー
ズ

　

本
書
は
㈱
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ビ
ッ
グ
社

か
ら
「
地
球
の
歩
き
方
・
御
朱
印
シ
リ
ー

ズ
㉓
」
と
し
て
二
〇
二
〇
年
九
月
に
発
刊

（
定
価
一
三
〇
〇
円
）
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
「
縁
結
び
」
の
項
に
「
強
い
女
性

神
に
恋
の
成
就
を
祈
願　

兵
庫　

三
石
神

社
」
と
タ
イ
ト
ル
さ
れ
、
社
殿
・
御
朱

印
写
真
も
載
せ
ら
れ
、「
戦
い
か
ら
の
帰

途
、
和
田
岬
で
神
功
皇
后
の
船
が
進
ま
な

く
な
り
ま
し
た
。
三
ツ
石
を
立
て
て
占
う

と
、
廣
田
（
西
宮
市
）、
生
田
（
神
戸
市
）、

長
田
（
神
戸
市
）、住
吉
（
大
阪
）
に
神
々

を
お
祀
り
す
る
よ
う
お
告
げ
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
神
社
は
そ
の
儀
式
の
地
で
す
。

神
々
と
そ
の
土
地
の
縁
を
つ
な
い
だ
祭
神

に
す
て
き
な
ご
縁
を
願
い
ま
し
ょ
う
」
と

由
緒
も
略
記
さ
れ
、
ま
た
「
勝
御
守
」
写

真
に
は
「
妊
娠
中
に
海
を
渡
っ
て
の
戦
い

で
勝
利
を
手
に
し
た
祭
神
の
霊
験
あ
ら
た

か
な
『
勝
御
守
』（
八
〇
〇
円
）。
世
界
で

活
躍
す
る
地
元
出
身
の
柔
道
家
も
毎
年
参

拝
に
訪
れ
ま
す
。
恋
愛
の
勝
利
も
か
な
え
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ら
れ
そ
う
！
」
と
記
し
、
さ
ら
に
「
祭
神

の
像
や
『
三
ツ
石
の
遺
跡
』、
近
隣
の
造

船
所
に
ち
な
ん
だ
ス
ク
リ
ュ
ー
が
あ
る
な

ど
、
小
さ
な
境
内
な
が
ら
見
ど
こ
ろ
い
っ

ぱ
い
で
す
！
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
日
時　

令
和
四
年
一
月
三
日

　
　
　
　
　

午
前
十
一
時
斎
行　

一
、
会
費　

金　

五
、〇
〇
〇
円　

（
記
念
写
真
・
会
食
費
代
と
し
て
当
日
ご

持
参
下
さ
い
）

一
、
神
前
奉
納　
　

尺
八

　

新
都
山
流　

師
範　

竹
尾
青
山　

先
生

※	

参
拝
終
了
後
、
記
念
写
真
・
直
会
（
会

食
）
を
執
り
行
い
ま
す
の
で
、
ご
参
列

ご
希
望
の
方
は
、
十
二
月
二
十
五
日
ま

で
に
ご
参
列
の
ご
回
答
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

※	

ご
参
列
・
直
会
ご
出
席
の
方
は
、
飲
酒

運
転
防
止
の
為
お
車
で
の
ご
参
加
を
ご

遠
慮
下
さ
い
。

一
月　
　

一
日　

歳
旦
祭
（
初
詣
）

一
月　
　

三
日　

氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願
祭

　
　
　
　
　
　
　

神
前
奉
納　

尺
八

五
月　

二
十
日　

例
大
祭

　
　

二
十
一
日　

地
区
子
供
み
こ
し
巡
幸

　
　

二
十
二
日　

神
幸
式
（
お
わ
た
り
）

六
月　

十
二
日　

氏
子
崇
敬
者
親
睦
旅
行

七
月　

十
七
日　

夏
越
祭

　
　
（
琉
球
舞
踊
奉
納
・
茅
の
輪
く
ぐ
り
）

令
和
四
年 

年
頭
授
与
絵
画

美 

凰
　
画

 

令
和
四
年
の
神
社
神
事
・
行
事
予
定

 

三
石
神
社
諸
祈
祷
ご
案
内

　
　
　

十
八
日　
（
茅
の
輪
く
ぐ
り
）

九
月
二
十
三
日　

西
宮
神
社
産
宮
参
り

十
月　

十
六
日　

秋
祭（
天
照
皇
大
神
祭
）

各
月
一
日　
　
　

月
次
祭

十
一
月
中　
　
　

七
五
三
詣

新
年
氏
子
崇
敬
者
　
　
　

　
　
　
繁
栄
祈
願
祭
ご
案
内

 

お
知
ら
せ

【
殿
内
個
人
祈
祷
】

（
殿
内
に
お
け
る
各
種
祈
祷
）

家
内
安
全
、
病
気
平
癒
、
安
産
、
初

宮
詣
、
七
五
三
詣
、
学
業
成
就
、
厄

除
、
交
通
安
全
、
そ
の
他

【
会
社
・
事
業
所
安
全
繁
栄
祈
祷
】

（
会
社
・
事
業
所
団
体
祈
祷
は
事
前

ご
予
約
願
い
ま
す
）

【
出
張
祭
典
】

（
諸
準
備
の
為
、
事
前
ご
予
約
願
い

ま
す
）

起
工
・
地
鎮
祭
、
上
棟
式
、
竣
工
式
、

入
居
清
祓
式
、
神
棚
祭
、
各
種
安
全

祈
願
祭
、
そ
の
他
（
含　

神
葬
祭
）

 
服ぶ
っ
き忌
に
つ
い
て

　

家
庭
に
ご
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
、
一
般

的
に
は
五
十
日
間
を
忌
中
と
し
て
故
人
を

偲
び
、
神
棚
に
半
紙
を
貼
る
な
ど
し
て
お

ま
つ
り
を
遠
慮
し
ま
す
。

　

忌
が
明
け
れ
ば
神
棚
も
お
ま
つ
り
し
、

通
常
の
生
活
に
戻
り
ま
す
。
忌
の
期
間
が

正
月
を
ま
た
ぐ
場
合
は
、
忌
が
明
け
て
か

ら
神
社
の
参
拝
、
ま
た
、
お
神ふ

札だ

を
受
け

て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
親
戚
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
場

合
は
、
お
葬
式
を
出
し
た
お
家
で
な
け
れ

ば
、
葬
儀
告
別
式
後
通
常
の
お
ま
つ
り
を

し
て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
略
は
当
社

に
お
尋
ね
下
さ
い
。

印　

刷　

所

（有）
前
川
企
画
印
刷

神
戸
市
兵
庫
区
永
沢
町
三
丁
目
三

−

十

TEL
（
〇
七
八
）
五
七
七

−

二
四
八
八

FAX
（
〇
七
八
）
五
七
七

−

七
二
二
〇


